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ごあいさつ 
 
 

特定非営利活動法人　日本冒険遊び場づくり協会 
代表　関戸 まゆみ 
 

日本冒険遊び場づくり協会は、日本中どこで暮らす子どもも、たくさん遊んで育ってほ
しい、自分の好きなことをして楽しんでほしいと願い、全国の冒険遊び場づくりを応援、
推進しています。今回はオレンジリボンフォーラム２０１８とのコラボで、ここ岡山で冒
険遊び場づくり全国フォーラム２０１８を開催できますこと、とても嬉しく思います。 

冒険遊び場は、プレーパークとも呼ばれ、野外で子どもがやりたいことがなんでもでき
るようにと環境を整備している遊び場です。 
私たちがめざす冒険遊び場づくりは、 
①子どもの生活圏にあること②いつでも遊べること③だれでも遊べること④自然素材豊か
な野外環境であること⑤つくりかえができる手づくりの要素があること、という５つのこ
とを大切にしています。 
そして、これらを叶える冒険遊び場の運営ために、 
①住民によって運営すること②住民と行政のパートナーシップを築くこと 
③専門職のプレーリーダーがいること、という３つの方法を提案しています。 

冒険遊び場は​1970​年代に東京で住民運動から始まり、今は全国で約４００の団体が活動
しています。日本冒険遊び場づくり協会では​3​年ごとに活動実態調査をしていますが、そ
れによると週５回以上開催している団体は、７都県で​17​団体。週３～４日開催している団
体は、​11​都道県で​25​団体です。週​1​回、月​1​回、不定期開催というのも多いです。​(2016​年
調べ) 

冒険遊び場は人が集う場です。乳幼児から小学生だけでなく中高生、社会人“みんなの
居場所”です。子どもたちは、遊び場でさまざまな人と出会い多様な経験をして、どんな
時も自分で生きていける力を身につけるでしょう。遊びは自分で決めて自分でやるものだ
からです。子育て中にそんな冒険遊び場で大空の下、子どもが遊んでいる声を聞きながら
人と話したりしていると、いつのまにか悩みが解消されることも少なくありません。私自
身も経験者です。冒険遊び場があること、そこに行くことが、虐待を未然に防ぐことにも
なっているのです。 

今日は、さまざまなプログラムが用意されています。各地から集まっている人との交流
も楽しみながら、ヒントをもらって、ご自分のなかに、何かしらのチカラやお土産を持ち
帰っていただけると思います。 

こうして全国各地でフォーラムができることの意義は大きいのですが、開催には地元の
方々のご協力があってこそです。岡山のみなさんに感謝です。 
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ごあいさつ 
 
 

認定​NPO​法人 児童虐待防止全国ネットワーク　 
理事長　吉田 恒雄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
　本日は「冒険遊び場づくり全国フォーラム​2018​×オレンジリボンフォーラム​2018​」にご
来場下さり、誠に有難うございます。オレンジリボンフォーラムとしては、今回で6回目
の開催を迎えます。これまで、「子どもと子育てにやさしい社会が、子ども虐待のない社
会につながる」との思いをもって企画・運営してまいりました。 
　今回は、新しい試みとして、遊びの大切さを広める活動をされている冒険遊び場づくり
全国フォーラムと協働させていただき、この岡山の地での開催となりました。参加された
皆様に楽しい時間を過ごしていただき、皆様が笑顔で明日からの子育てに向かわれるよう
に、そして子どもたちが夢中になって楽しめるよう、さまざまなイベントやブースを用意
しています。 
　また、このフォーラムで、来場されたお父様、お母様がお互いに子育ての経験や日頃感
じておられることなどを話し合ったり、お友達になっていただけるような機会になればと
思っています。いま、このときでも、虐待で苦しんでいる子どもがいるかもしれません。
　子ども虐待の問題は、行政や専門家だけで解決できる問題ではありません。私たち一人
ひとりの関わりも、大きな力を発揮します。日々の子育てを担う親と子どもたちを地域の
人々がやさしく見守り、ほんの少し手を差し伸べるだけで、親の気持ちが安らぎ、子ども
はおとなのやさしさを知ることができるはずです。 
　今回の冒険遊び場づくり全国フォーラムとの協働開催となりますオレンジリボンフォー
ラムが、「子どもと子育てにやさしい社会」、そして「子ども虐待のない社会」の実現に
つながることを願っています。最後になりましたが、ご参加くださった皆様、ご出演いた
だいた皆様、ブースの展示やグッズの提供にご協力いただいた皆様、ボランティアの皆
様、そしてこのフォーラムを後援していただいた皆様には、心より御礼申し上げ、ご挨拶
とさせていただきます。 
 
 
子ども虐待防止オレンジリボン運動とは 

 

弊会が全国の総合窓口役を務める「子ども虐待のない社会の実現」
を目指す市民運動です。オレンジリボンは、そのシンボルマークで
あり、オレンジ色は子どもたちの明るい未来を表しています。オレ
ンジリボンは、子育てを暖かく見守り、子育てをお手伝いする意志
のあることを示すマークです。私たち一人ひとりにできることをし
て、子ども虐待のない社会を目指しましょう。 
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10:30〜12:00 
 

パネルトーク 
 

金光ホール 

 

 
「みんなの居場所 冒険遊び場の可能性  
              ～子ども虐待防止とすこやかな成長のための役割」 
 

パネリスト 
 

直島　克樹 
川崎医療福祉大学講師 
日本子ども虐待防止学会 
第24回岡山大会副実行委員長 
困難を抱えた子どもや家庭への支援、そして誰もが住みよい地域を社会福祉の立場から
作っていく活動・研究に取り組んでいる。「子どもの貧困問題の解決」にも力を入れ子ど
もたちや家庭を支援する居場所を立ち上げるなど、地域の声を聴き、想いに寄り添いなが
ら問題へアプローチすることを大切にしている。 
 
 
栗林　知絵子 
豊島子どもWAKUWAKUネットワーク理事長 
地域の子どもを地域で見守り育てることをコンセプトに「豊島子どもWAKUWAKUネット
ワーク」を設立。「要町あさやけ子ども食堂」「池袋本町プレーパーク」「無料学習支
援」などを展開しつつ、地域の「おせっかいさん」をつなげ、子どもの居場所づくりを増
やそうと、活動支援に奔走している。 
 
 
天野　秀昭 
日本冒険遊び場づくり協会理事 
1980年日本初の常設の冒険遊び場「羽根木プレーパーク」で職業プレーリーダー国内１号
として活動を開始。その後、全国に遊びの意義と実際の遊び場づくりを広めようと、遊び
場づくりの支援に取り組み、プレーリーダーようせいのためのプログラムも実施。日本で
初めての子ども専用の電話「チャイルドライン」開設にも携わるなど、子どもの遊びと育
ちに関わる環境を長年にわたり見守り続けている​。 
 
 

事例報告    コーディネーター 

 

村松　弥生 
岡山市地域子育て支援課　課長 

大谷　哲子 
岡山市こども福祉課　課長 

関戸　博樹 
日本冒険遊び場づくり協会理事 
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パネルトーク参考資料1：直島 克樹 氏 
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パネルトーク参考資料2：​栗林 知絵子 氏 
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岡山県冒険遊び場づくりネットワークの 

中心を担う４団体がコーディネートし 

豊富な経験を持つゲストからお話をうかがいながら 

参加者のみなさんと語り合い学び合う時間です 

Ａ 冒険遊び場と子育て支援 

特定非営利活動法人備前プレーパークの会 
活動名 備前プレーパーク！森の冒険ひみつ基地 
活動開始年 2005年 
開催場所 森の冒険ひみつ基地 
住所 岡山県備前市久々井 1432 
日時 毎週火～土曜 10:00～15:00 
自然豊かな里山環境を最大限に活かした『森の冒険ひみつ基地』
を拠点とし、遊び環境の充実と子育て支援、多世代交流などの事
業を行っています。乳幼児から高齢者まで、幅広い世代が自由に
集うことができ、ひとりひとりのもつ力が発揮できる地域コミュ
ニティの場づくりを目指しています。 
https://www.facebook.com/bizenplaypark 
http://bizenplaypark.blog66.fc2.com/ 

まずは、虐待防止の「発生予

防」に着目して、冒険遊び場

づくり活動の持つ特徴を捉

えてみたいと思います。その

中で見えてくる「遊び観・子

ども観」をヒントに、子育て

支援を再考し、語り合いまし

ょう！ 

ゲスト 松田 妙子 さん 
NPO法人せたがや子育てネット 代表理事 

Ｂ 学童期の多様な居場所づくり 

特定非営利活動法人岡山市子どもセンター 
活動名 おかやまプレーパーク 
活動開始年 2002年 
開催場所 国際児童年記念公園こどもの森 
住所 岡山市北区学南町 3-6-1 
日時 水曜～日曜 （4～9月）10:00～17:00 

（10～3月）10:00～16：00 
岡山市の公園（国際児童年記念公園こどもの森）の一角を借り、
プレーリーダーが常駐する遊び場を、週 5日・200日以上開催。
参加者は、乳幼児から高齢者まで約 18000 人。地域のコミュニ
ティとなる一方、大学生の受け入れや県内外の視察も増えていま
す。子どもが自由に遊ぶ場、誰もが自分らしく過ごせる場を目指
し活動しています。 
https://www.facebook.com/Okayama.playpark/ 
http://www.kodomo-npo.jp/ 

子ども食堂、学習支援、プレ
ーパーク…子どもたちが本
当に必要としているのは、ど
んな「居場所」でしょうか。
さまざまな手法がある中で、
作り手の大人たちが連携し
て取り組む意味について考
えます。 

ゲスト 栗林 知絵子 さん 
NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネットワーク 理事長 
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Ｃ 青年期までの切れ目ない支援 

遊び場を考える会 
活動名 お～いみんなあそぼうよ！／まめっこ（乳幼児向け） 
活動開始年 2001年 
開催場所 酒津公園 
住所 倉敷市酒津 1556 
日時 第 3日曜 10時半～15時 8月は 3日間連続 

まめっこは不定期 10:00～14:00 
子どもの「やりたい!」を大切に 2001年に発足。20代～80代  
の地域住民で運営しています。遊び場を通して人と人が出会い、 
居場所になって、地域を通してまた人と人がつながっていく。 
子どもの生まれ持つ好奇心や、生き生きとした感性を大切に… 
そんな思いで活動しています。 
https://www.facebook.com/asobi.ba.01 
http://blog.canpan.info/asobi-ba/ 
 

冒険遊び場は、そこに集う
様々な世代の人びとが「遊
び」でつながり、ゆっくりの
んびり関係を紡いでいく場
です。支援する側とされる側
という関係ではなく、長い時
間を共にし、一緒に場をつく
ってきた青年たちが思いを
語ります。 

ゲスト 天野 秀昭 さん 
NPO法人日本冒険遊び場づくり協会 理事 

一般社団法人プレイワーク協会 理事 

Ｄ 冒険遊び場づくりをはじめよう 

岩原山冒険遊び場 
活動名  岩原山冒険遊び場 
活動開始年 2003年 
開催場所 笠岡市小平井の私有地 
住所 笠岡市小平井 288 
開催日時 毎月第 3日曜日 
四季折々で様子の変わるシンボルツリーがある自然がいっぱい
の遊び場です。竹木工、虫捕り、果実の収穫、池でのカヤックな
ど遊びは様々。火を焚いて作る簡単な昼食は、お一人 100 円と
大好評です。手作りの授乳室は、ちょっとしたくつろぎスペース
にもなり、年代関係なく遊べる癒しの空間です。 
https://www.facebook.com/iharayama.asobiba/ 
http://iharayama-asobiba.jimdo.com/ 

冒険遊び場って、なんだか魅

力的…やってみたいけれど、

ハードルが高い！？冒険遊

び場づくりをはじめる時の

「よくある質問」に、日本の

冒険遊び場づくり創生期に

関わったゲスト（と現在進行

中の担当者）がお答えしま

す！ 

ゲスト 三浦 幸雄 さん 
NPO法人日本冒険遊び場づくり協会 副代表 
(株)都市計画設計研究所 代表取締役 

倉敷市、岡山市、笠岡市、備前市で活動する冒険遊び場づくり活動団体の代表者ネットワークとして 2010年に発足。2012年には「中
国四国・冒険遊び場づくりフォーラム＆プレーリーダー会議」（参加者延べ 95 人）、2016 年には日本冒険遊び場づくり協会と共催で全
国集会パブリックビューイングの実施も兼ねた「中国地域冒険遊び場づくり交流会（参加者 33人）」を開催。2017年度からは県内で広
がりを持ち始めた活動団体のネットワークとして 13市 17団体に呼びかけを行い、交流会や学習会を開催している。2017年 4月より、
代表・東馬場省吾（岩原山冒険遊び場）、副代表・岡本和子（遊び場を考える会）北口ひろみ（特定非営利活動法人備前プレーパークの
会）、監事・美咲美佐子（特定非営利活動法人岡山市子どもセンター）、事務局・清家彩菜（特定非営利活動法人備前プレーパークの会）。 
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13:00〜14:30 
 

ステージプログラム 

 

 
プログラム 1 

 

団体名 一般社団法人ぐるーん 

当日の演目 鍵盤ハーモニカ「猫バス」「情熱大陸」 
うた遊び：「大きな歌」 
コーラス：「君は愛されるため生まれた」 

内容 子ども達にはお馴染みの鍵盤ハーモニカですが、今大人の間でひそか
なブームになっています。音楽には大人も子どもも関係ない！ 
一緒に楽しく演奏します。 
そして、会場のみんなで歌って遊びましょう♬ 
「君は愛されるため生まれた」はぐるーんのテーマソングです。 

団体紹介 ぐるーんは、乳児院で暮らす子ども達を抱きしめる活動からスター
ト。①乳児院・児童養護施設への定期的な訪問②子ども達の交流イベ
ントの開催 ③里親制度・養子縁組制度に関する情報発信④社会的養護 
を卒業する若者への就職支援等。血の繋がりを超えた新しい家族の繋
がりを求めて活動しています。 

 
 

プログラム 2 
 

団体名 くらしき作陽大学子ども教育学部附属児童文化部ぱれっと 

当日の演目 １．歌遊び「キャベツはキャッ」 
２．パネルシアター『ねこのおいしゃさん』 
３．手遊び「ちいさなはたけ」 
４．人形劇『おすわりくまちゃん』 

内容 小さな人からお年寄りまで、家族で楽しめるひとときをお送りしま
す。 
音楽に合わせて、みんなで心をひとつにした後は、パネルシアターと
人形劇をご覧ください。 
同じ時間、同じ場所、同じ気持ち。生のステージを楽しむことは、豊
かな人生を共にすることです。 

団体紹介 先生を志す学生と教員が立ちあげた学部附属の劇団です。 
上演活動を通した地域の子育て支援と、創造活動を通した保育者・教
員養成を一体的に行うことを目的として活動しています。 
10周年を迎えた2018年度、500回目の公演を迎えます。 
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14:45～15:30 

クロージング･閉会 

金光ホール 

冒険遊び場づくり全国フォーラムとオレンジリボン

全国フォーラムの初共同開催のしめくくりの時間で

す。参加者のみなさんとともに本フォーラムを振り

返り、教育分野のゲストから遊び場の可能性につい

てのお話をうかがいながら、地域における様々な居

場所づくりのあり方について考えます。 

１．グループワークの報告 

  自分が参加したグループだけではなく、他のグループで話し合われた

内容にも耳を傾けて、みなさんで共有しましょう。 

 

A 冒険遊び場と子育て支援 

B 学童期の多様な居場所づくり 

C 青年期までの切れ目のない支援 

D 冒険遊び場づくりをはじめよう 

2．外遊びの場だからこそ果たせる役割とその可能性 

① 岡山県備前市における小学生の外遊びに関する調査報告 
           

実施：日本冒険遊び場づくり協会 情報研究センター 
協力：備前市教育委員会 

東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科 吉田梨乃       

    

② インタビュー  

備前市教育長  奥田 泰彦 氏   

■自己肯定感と外遊びの関連 

■地域における多様な居場所づくりの効果 

■冒険遊び場づくりへの期待 

コーディネーター 梶木 典子 
特定非営利活動法人日本冒険遊び場づくり協会 理事・副代表 
神戸女子大学家政学部 教授 
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３．閉会：共に取り組む明日に向けて 

冒険遊び場づくりと虐待防止の団体による初共同開催となった本フォーラ
ムの成果から、明日に向けて共に取り組めることをまとめます。 

 

認定 NPO 法人 児童虐待防止全国ネットワーク  

理事長  吉田 恒雄  

外遊びに関する調査

調査方法 留置自記法

調査期間 2018年1月13日～2月10日

調査対象者
すべての備前市立小学校

（10校）に在籍する全児童

配布数（枚） 1335

回収数（枚） 924

回収率（％） 69.2

■ 調査の概要 

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

男女別 89 79 71 58 68 61 84 70 88 82 61 74 461 424

無回答

合計

8 39

合計

172 135 134 163 177 143 924

2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

4 6 5 9 7

1年生

■ 回答児童の属性 

岡山県備前市立の全小学校（10校）を対象に「外遊びに関する調査」を実施した。 

質問紙は低学年用、高学年用を用意し、配布・回収は各クラス担任により行った。 

配布数は 1335枚、回収数は 924枚、回収率は 69.2%であった。 

■ 学校外での外遊びの有無 

■ 外遊び志向 高学年 

■ 自己肯定感と外遊びの関連（学年別） 
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会場案内図 
 

１階 

 

２階 

 
 

※フォーラム中に撮影した動画・写真は、広報・関係者報告目的で、 
ＨＰやＳＮＳ等に掲載する場合があります。ご協力をお願いいたします。 
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